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音楽科の教科交流における教師の支援についての一考察

一小学校特殊学級の児童が参加している授業を対象として－
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本研究は、特殊学級の子どもが参加する音楽の教科交流の授業において、教師が特殊学級の

子どもに対してどのような支援を行えば良いかということを明らかにしようとしたものである。

その為に、石川県内の小学校の授業実践を観察し、その主な活動についての分析・考察を行っ

た。その結果、１.特殊学級の子どもが音楽の授業で｢安心して表現できる環境」を整えること

２.子どもが自分の思いを「表現できる」ようにすること３．共に育てるという体制を作るこ

とが必要であることが分かった。

Ｉ．はじめに

音楽は障害のある子ども達にとって表現の為

の大切な手段であり、自己存在を伝えるもので

もある。これは音や音楽が、情緒や知能に何ら

かの障害がある子ども達にとってもコミュニ

ケーションの手段や情緒の交流となり得ること、

また音楽を楽しむことで子ども達の積極的な行

動を引き出すことが、今までの教育実践の中で

示されているからである。

筆者も、障害のある子ども達が音楽を楽しん

でいる姿や、子ども達が障害のあるなしに関わ

らず共に音楽活動を行う場面に出会いも障害の

ある子どもに対する音楽の果たす役割の大きさ

を実感してきた。この経験から、学校教育の中

で障害のある子どもへの音楽教育がどのように

行われているかということに興味を持ち、授業

観察を行ってきた。

いろいろな教育現場で観察を行ったが、その

中でも「教科交流」の場面において、様々な実

態が観察された。「教科交流」とは､通常の学校

にある特殊学級に在籍する子ども達が「交流教

育」の一環として、通常学級での授業に参加す

ることである。

「交流教育｣は子ども達の豊かな人生を実現す

る為に必要不可欠なものとして行われている。

特殊学級の子ども達にとって、「交流教育」とし

て大集団の中で共同的な活動を経験することは、

社会性や豊かな人間性を育み、様々な面におい

て教育的効果を高めると考えられている。また

通常学級の子ども達にとっても「交流教育」は、

障害のある子ども達に対する理解を深め、共に

助け合い、支え合う心を育むことができると考

えられていることから、相互に教育的効果のあ

る学習活動だと言える。その意義は、小学校学

習指導要領（文部省、平成10年）の「総則」や、

盲学校、聾学校及び養護学校小学部・中学部学

習指導要領（文部省、平成11年）の「特別活動」

の章においても述べられており、これからの特

別支援教育においてもこの「交流教育」は重要

な活動である。そしてこの「交流教育」には、
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３．特殊学級在籍の子どもＡについて

広汎性発達障害。集団の場での決まったやり

とり（名前呼びや健康観察など）には答えるこ

とができ、場合によっては要求や否定などを言

葉で表現できる。しかし自分から人に対して話

しかけることはなく、独り言を言っていること

が多い。友達に対しても自分から働きかけるこ

とはないが、友達から誘われると一緒に行動で

きる。大きな集団での活動や新しい環境が苦手

である。ひらがなや文章を読むことができ、数

量的な概念もあり、順序性も理解している。教

科交流は音楽、図工、生活、体育に参加し、音

楽は後期から補助教員がつかなくても一人で参

加できている。歌（特に童謡）やキーボード、

音の出る絵本などが好きで、階名も理解してい

る。

学校行事を通して行われる場合や日常的な活動

の中で行われる場合、「教科交流」という教科

学習の中で行われる場合等がある。

筆者は、この音楽の「教科交流」に焦点を当

て、音楽の教師が授業中に、特殊学級の子ども

に対してどのような支援をすべきか、というこ

とに関して研究を進めている。本稿では、特殊

学級の子どもが通常学級の他の子ども達と音楽

を学んでいる小学校の実践を取り上げる。そし

てこの音楽の「教科交流」において、教師が特

殊学級の子どもに対してどのような考え方を持

ち、どのような方法で関わり、どのように授業

を行っていけば良いか等、教師の支援のあり方

について考える。

Ⅱ研究の方法

教科交流を行っている音楽の授業での、教師

の特殊学級の子どもに対する支援のあり方を明

らかにする為に、石川県内の公立小学校の授業

実践を数多く観察させてもらった。それらの中

から、ある音楽専科の教師による小学１年生の

音楽の授業、計13回（2007年1～３月）を取り上

げる。そして授業を観察・ビデオで記録し、そ

の主な活動について分析・考察を行う。以下に

対象とする小学校や教師、子ども達についての

説明を行う。

４学級について

元気の良いクラスで、Ａに対しての接し方も

良く、協力的な雰囲気である。他にも１名、３

学期から特殊学級で授業を受けている子どもが

いる。

５．１回の授業のおおまかな流れ

音楽の授業は週２時間行われている。今回は

下線を引いた３つの活動について取り上げる。

・休み時間

.活動①リズムにのって名前呼び
１．特殊学級の概要

この小学校には特殊学級が３学級あり、計９

名の子どもが在籍している。教科交流を行うか

どうかは子どもの実態を配慮し、特殊学級の担

任と交流先の教師との話し合いによって決めら

れる。教科交流の際補助教員が必要な場合は、

時間の空いている教師が行うことになっている。

・活動②歌唱活動

・活動③鍵盤ハーモニカ

・毎回異なる活動（鑑賞寸身体表現等）

・休み時間

Ⅲ観察結果

ここでは授業中に行われた上記の３つの活動

について、活動毎に観察記録を記述する。活動

の目標、内容、Ａの様子と教師の支援を先にま

とめ、活動全体の流れの中での教師の支援とＡ

の様子を記述した。

２．教師について

教師歴９年で、中学校特殊学級の担任、中学

校の音楽、そして小学校音楽専科の経験がある。

この小学校での指導は１年目である。
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１．活動①『リズムにのって名前呼び』

○目標：簡単なふし遊び、リズム打ちをさせる

ことで、生活に必要なリズム感覚を養い、

一人一人に自己存在感を感じさせ、参加意

識を高めることを目的としている。目標は、

リズムに合わせて名前を呼ぶことができ、

身体を使っていろいろな音を出すことで、

様々な表現ができる楽しみを感じることで

ある。

○内容：日直２名がエレクトーンのリズムに合

わせて、手拍子をしながら出席順にクラス

全員の名字を呼んでいく。呼ばれた子ども

は手拍子（どこを叩いても良い）をつけて

「はあい」と返事する。

○Ａの様子と教師の支援：入学当初は呼びかけ

に対して、手を叩く、返事をする、のどち

らか片方だけであった。友達が一緒に返事

や手拍子をし、教師は片方の返事だけでも

評価していた。それを続けていくうちに、

手を叩きながら返事をするという２つの作

業を同時に行えるようになり、友達の名前

も出席順に覚え、呼べるようになった。

○活動の流れ：当番２名が教壇の前に立ち号令

をかけた後、教師はエレクトーンのリズム

演奏をつける。テンポは子どもが名前を呼

びやすい速さに設定する。

手拍子初I

譜例１『名前呼び』

当番の子どもがうまく柏を保てない場合、

柏の感覚を覚えさせ、正しいリズムを保てる

ように、教師は当番の背中や肩をリズム打ち

しながら呼ばせる。

当番の呼ばれる番になると、当番以外の子

ども達全員が当番の名前を呼ぶ．また、当番

が欠席者の名前を呼ぶと他の子ども達全員が

＞「おやすみです」と答える。

教師：全員の名前が呼ばれると「みんなうま

くなってきたね」等と感想を言い、リズム

を止める。

■Ａの様子

①最初からこの活動に参加している場合

他の子どもが返事をする様子をじっと見て

真似したり、当番が他の子どもの名前を呼ぶ

のと同時に自分も他の子どもの名前を言った

りしている。

②他のこと（教科書を見る、鍵盤ハーモニ

カを弾いている）をしていて名前を呼ばれ

ても気付かず返事をしない場合

教師：当番の後に続いて、Ａを苗字で呼ん

だりあだ名で呼んだりする。

他の子ども達：Ａをあだ名で呼ぶ。

教師と子ども達：Ａの様子を見ながら名前

を呼ぶ。

Ａ：何度目かで返事をする。全員に呼ばれ

てびっくりして気付くこともある。気

付いたら必ず返事をする。返事は「は

あい」に限らず、いるにも関わらず

「お休みです」「教室です」などと違う

教師：ｊはい、どうぞ（子どもがリズムに合

わせて入りやすいように）

当番：）○○さん（手拍子つき）

出席順に、拍子に合わせて名前を呼ぶ。

呼ばれた子ども：）はあい（手拍子つき…手

や頭、膝や床など自分の好きな場所で手を

叩く。リズムも自由に変えて良い｡）

教師：いいね！（子どもの返事に対して評価

表現「じょうず！」「おもしろい！」等を言

う｡）

公ⅡＩ｡Ｉ

Ｑ）

1コ■
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３
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返事をすることもある。返事をする時

の手拍子にも工夫が見られ、打つ場所

を変えたり、リズムを変えたりしてい

る。

教師：①曲名を言い、前奏を始める場合と、

②曲名を言わずに始める場合がある。

Ａ：①教師の声かけや前奏に反応し自分で楽

譜を開いて立つ。

②教師の声かけに反応せず、立たない。

教師：Ａが全体の声かけに反応しない場合に

は次のように働きかける。

①エレクトーンの場所から「Ａ『きっと

できる』（するよ）！」と声をかける。

②Ａの目の前まで行き「Ａ､『きっとでき

る』（するよ）！」と声をかける。

③自分の楽譜をＡの目の前で開いて見せ

て、声をかける。

Ａの隣の子ども：Ａが楽譜を開かない場合に

は、Ａの楽譜を開いて「Ａちゃん歌うよ」

と言って渡したり、Ａが立つよう促す。

Ａ：①その楽譜を受け取って歌う。

②座ったままである。

教師：曲中や間奏の間、全員の様子を見回し

たり、一緒に歌ったり、指示を出したりす

る。姿勢や口の形を注意したり、子ども達

を評価（｢○○さんのお口素敵だね！」「○

○さんとっても良い姿勢ね！」など)する。

一人一人の名前を呼んで評価する場合が多

い。

Ａ：立って歌っていても途中でやめて座る場

合がある。

教師：Ａのことを演奏中もよく見ており、Ａ

が座ってしまうと注意する。歌っている時

にＡと目が合うと、普段よりも大きなロを

開いて歌ったり、楽しそうな表情をしたり

する。

Ａ：このような教師の姿を見ると、教師を

じっと見つめ、表情に変化はないが、より

リズムに乗って体を動かして歌うなどする。

２．活動②『歌唱活動』

○目標：「いろいろな曲を、身体表現を入れな

がら歌って楽しもう｡」である。

○内容：「きっとできる」「校歌」「冬の歌」の３

曲を歌っている。「きっとできる｣はこの学

校の「１月の歌」で、明るく歌詞が分かり

やすい低学年向けの曲である。黒板に大き

な歌詞カードが貼ってあり、子ども達は自

由な雰囲気の中、友達と顔を見合わせなが

らリズムにのって大きな声で歌っている。

教師は足鍵盤と８Beatのリズムをつけて、

メロディーと伴奏を弾きながら歌う。「校

歌」は、６年生を送る会や卒業式の為に練

習している。この曲は前を向いてしっかり

歌うことを目標としている。「冬の歌」は

季節の歌として取り上げられている。テン

ポが速く、歌詞も難しいが、子ども達はそ

の速さや歌詞を面白いと感じているようで

ある。

○Ａの様子と教師の支援：Ａは童謡が好きなの

で、教師は授業中、童謡をなるべく多く扱

うようにしている。教師は１時間の中でＡ

の興味を引く教材を、必ず１曲は設定する

ようにしている。Ａは「きっとできる」と

「冬の歌」は好きなようだが、「校歌」は歌

詞が難しいのでなかなか歌わなかった。し

かしくり返し授業で取り上げる中で歌える

ようになってきた。

○全体の流れ：この活動において、Ａの様子は

場合によって違うので、それぞれの場合に

分け、それに対する教師の対応も分けて記

載する。 ３．活動③鍵盤ハーモニカ

○目標：「吹ける楽しさを知ろう」である。

○内容：鍵盤ハーモニカの学習は６月から行っ
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ている。始めは「ド」だけを使ったまねっ

こゲームなどの遊びから始め、徐々に鍵盤

に慣れさせ、教科書にある「ド」と「し」

だけで吹ける曲に取り組ませていた。`慣れ

てくると音域を増やし、１月には「ちよう

ちよ」「メリーさんの羊」「きらきら星」「よ

ろこびのうた」「アンパンマン」等の曲に

取り組ませていた。楽譜は以下のようなひ

らがなのもので、一人一人に配られてい

た。鍵盤にはひらがなの「どれみ」シール

を貼っている子どももいる。個人または全

員一斉に練習し、弾けていると教師が判断

すると、子ども達には１曲ずつ合格シール

が与えらえ、全９曲を合格することが課題

であった。

○活動の全体の流れ：鍵盤ハーモニカの練習方

法や合格かどうかを判断する評価の仕方は

毎回異なる。よってそれぞれの場合の教師

の指導法・支援方法とＡの様子を記載する。

3-1．個別練習の場合

個別練習の時間をとると、教師はほとんどの

場合Ａの練習を見る.

教師：練習方法を全体に指示した後、Ａの隣

に座り、Ａの練習をみる。

Ａへの指導法：曲名を言って楽譜を用意させ

たり、楽譜を指差して指示する。始めの音

を鍵盤で指して教えたり、階名で歌いなが

ら楽譜をなぞったり、弾いてみせたりしな

がら練習させる。

Ａの反応：呼びかけに応じて練習する。

他の子ども達：質問がある子どもや教師に見

てほしい子どもは教師の所に来る。

教師：時々他の子どもの様子も見に行く。
④②

3-2．教師が子ども達を１人ずつ評価する場合

これは教師が子ども達を並ばせ、１人ずつ演

奏させて合格かどうかの判断をする場合のこと

である。

譜例２「ひらがな楽譜』

○Ａの様子と教師の支援：始めから楽譜を見な

がら曲を階名で歌うことはできていたが、

鍵盤ハーモニカに向かうと曲通りには弾か

ず、ドレミファ…というように鍵盤を１音

ずつ順番に押して吹くことしかできなかっ

た。それに対して教師は、音を出したり鍵

盤に触れる楽しさを知ってほしいという思

いから、違う音を出しても叱らず、それを

評価していた。ある時、教師がどれみシー

ルを使ってＡ専用の楽譜を作ると、Ａはそ

れに興味を示した。そこで教師が鍵盤にも

どれみシールを貼ると、Ａは曲通りに弾く

ことができた。その後はどれみシールの楽

譜を使用せずに、教科書の楽譜のみでも弾

けるようになった。

教師：教壇の前に教壇と平行に座り、自分の

正面に子ども達を並ばせる。

子ども達：教師の前に－列に座って並び、順

番に教師に曲を見てもらう。

教師：子ども達の演奏の合間にＡに自分の横

に来るように声をかけるｑ

Ａ：なかなか来ない。

教師：Ａの隣の子どもに、自分の所に来るよ

うにＡに伝えて、と言う。

Ａ：隣の友達に促され教師の横に来る。

教師：他の子どもの演奏を聴きながら、Ａの

鍵盤を押したり楽譜を指したりして練習さ

せる。Ａが演奏できそうな曲（特に「きら

きら星｣）を見せに来た子どもがいると、教

－－←

▼▼ ￣
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どうしても言うことを聞かず機嫌の悪いＡで

あったが、優しい音色の「きらきら星」の前奏

が聴こえた途端、今までの態度が嘘のように、

鍵盤ハーモニカを弾き始めた。教師はＡのその

時の精神状態を考慮し、いつもの元気の良い音

色よりも、柔らかく優しい音色の方が適切であ

ると判断し、それを選んで演奏したのである。

師は「Ａも一緒に弾こう」と言って２人で

演奏させる。

この時教師は、他の子どもの演奏を聴きなが

らＡにも演奏指導するという、２つの作業を同

時に行っていた。

3-3.Ａが活動に参加しない場合

これはＡが、教師の「弾こう」という呼びか

けに応じず、弾かずにシールだけを貰おうとし

たことに対し、教師は決まりを教え、弾かせよ

うとした時のことである。

3-4．全員合奏で、Ａが呼びかけに応じず、一

人でずっと自分の好きな曲を弾いている場合

教師：Ａの所に何度か来て、みんなと同じ曲

を演奏するよう促す。

Ａ：最後まで好きなように曲を弾き続ける。

教師：他の子ども達が鍵盤ハーモニカを片付

けている間に教師はまだ弾き続けているＡ

の所に来てしばらく様子を観察する。そし

て「今日は楽譜の順番通りに弾きたかった

のね」とＡの行動の理由を理解していた。

Ａ：楽譜を順番通り最後まで弾き終えると友

達に手伝ってもらいながら、片付けた。

教師：鍵盤ハーモニカを開いて用意し、吹き

ロをＡのロへ持っていき「ふ－」と言って

みせるがＡは反応しない。合格シールを提

示し「Ａ、（鍵盤ハーモニカを）弾きます、

（そうしたら先生がシールを）貼ります」と

Ａに分かりやすい言い方で決まりを説明す

る。

Ａ：「シールください」とせがむ。

教師：隣の子どもに「チューリップ弾いてみ

て」と言って弾かせ、Ａに「Ａ、Ｂ（隣の

子ども）弾きました、シール貼ります」と

言ってＢの楽譜に合格のシールを貼る。

Ａ：「シール貼って」と言い続ける。

教師：「じゃあＡ、シール貼ったら弾きます

ね」と言ってＡの楽譜にシールを貼るがＡ

は弾こうとしないので教師はシールをはが

す。

Ａ：「シール、シール」と言い続ける。

教師：教師は「駄目です」と言ってＡから離

れエレクトーンの所に行き、全体に声をか

けてから「きらきら星」を弾き始めた。い

つもとは違う、優しい音色番号を選んで演

奏した。

Ａ：前奏が聴こえた途端に鍵盤ハーモニカを

準備し、伴奏に合わせて弾き始めた。

Ａは、日によって行いたいことや行いたい順

番が違い、こだわりもある。教師はＡをよく観

察し、Ａに対して言葉や音楽で働きかけ、Ａの

考えていることや行動の意味を理解しようとし

ている。

Ⅳ、考察

授業実践の中から主な活動を３つ取り上げ、

教師のＡに対する支援を中心に述べてきた。活

動自体は一般的なものであるが、活動における

これらの教師の支援が教科交流を行う上でどの

ように意義があるのか、考察する。

１．活動①『リズムにのって名前呼び』

この活動は、リズム感覚を身につけさせるだ

けでなく、音楽の授業の導入として大切な役割

を担っている。それは、子ども達が音楽の授業

で自分を「表現する」為に必要な活動だからで

ある。それはこの活動に以下のような特徴があ
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り、教師・子どもにとっても以下の意味がある

からである。

し教師も、子ども達一人一人の表現を認め、評

価することができる。これによって子ども達は

｢自分を認めてもらえる」という安心感を持つ

ことができ、授業に心を開いて参加し、表現す

ることができるようになる。またこれをクラス

全員で行うことで、子ども達は教師に対してだ

けでなく、他の子ども達の前でも自分を表現で

きるようになり、クラスの一体感も生まれる。

このような活動は音楽療法のセッションの導入

においてもよく行われている。

特殊学級の子どもは、音楽や体育のような実

技系の授業のみに教科交流で参加する場合が多

い。その子ども達にとって、時々しか行かない

通常学級は自分の本来所属する場所ではない。

このことから、特殊学級では活発だったり、教

師の指示に従ってきちんと座っていることがで

きる子どもでも、通常学級の授業に来ると大人

しくなってしまったり、教師の言うことを聞け

ず、教室内を歩き回ったり、外に飛び出して

いってしまったりすることがある。これはいつ

もと違う教室や教師、周りの子ども、授業に対

して、不安だからという場合が多い。このよう

な特殊学級の子どもに対して、その子どもの存

在を認め、その子どもも自分達のクラスの一員

であり、仲間であるという思いを全員が持つこ

とが、まずは大切である。そして音楽の授業の

構造化を行い、見通しを持って授業を受けられ

るようにしたり、様々な刺激を整理したりして、

子どもが安心してその場にいられるような環境

を作ることが必要である。このような環境を作

ることができれば、特殊学級の子どもでも、授

業に参加し、表現し、楽しい時間を過ごせるよ

うになる可能`性が高いと考える。音楽で表現活

動ができるようにする為には、まずはこのよう

な「安心して表現できる環境作り」が必要に

なってくる。

この「自分を認めてもらえる」という安心感

は、特殊学級の子どもに限らず、どの子どもに

とっても必要なものである。このような意識を

持つことができなければ自分を表現するという

①活動の特徴

.名前を使ったふし遊びなので、子どもの

生活に身近で、楽しんで取り組める。

．決まりが少ない。

・基本の形で行っても良いし、工夫して行

うこともできる。

②教師にとって

・一人一人の子どもと直接関わることがで

きる。

・一人一人を観察でき、表現を見てすぐに

評価できる。

・子どもの今の様子を知ることができる。

・前回と比較することができる。

・一人一人の存在と表現を認め、それをク

ラス全員で共有することができる。

③子ども達にとって

・自分の名前を必ず呼んでもらえる（自分

の存在を認めてもらえている場であると

いう認識を持つことができる)。

・自分の表現ができ、それを教師に認めて

もらえる。

・毎回違う表現に挑戦することができる。

・友達の表現を見て、参考にしたり評価し

たり、認めることができる。

④特殊学級の子どもにとって

・自分の名前を友達や教師に必ず呼んでも

らえる（自分の存在を認めてもらえてい

る場であるという認識を持つ)。

・自分の表現方法で参加でき、それを評価

してもらえる。

・友達の表現を見ることができる。

この活動は決まりが少なく簡単である反面、

ど#)によっては工夫すること＃〕できる＿この子どもによっては工夫することもできる。この

ことから子ども達は「間違えたらどうしよう」

といった技術面での心配をせずに、自分の行い

たい表現を自由に行うことができる。これに対
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行為は行えない。高学年になると表現すること

自体が恥ずかしいと思う傾向があることからも、

低学年のうちにこのような経験を積ませること

が大切である。

ここから、音楽の授業において大切なのは、

まずは子ども達が自分を表現できるような環境

を作ることであると言える。その為には子ども

達が、教師や他の子ども達に、自分の存在と自

分の表現を認めてもらえるという安心感が必要

である。そして他の不安要素がある場合はそれ

らを１つずつ解決し、安心してその場にいるこ

とができるようにすべきである。よってこの活

動は、教科交流の場合に限らず、子ども達が授

業に参加し自分を表現する為にも非常に大切な

活動であると言える。

となっている。そしてこのことが、教師が直接

指導できない場合にも、周りの子ども達が教師

の代わりに特殊学級の子どもと関わる場面に生

かされている。このような周りの子ども達の協

力が、教科交流を行う際には必要である。

また教師はＡの性格や音楽に対する好み、特

徴をよく理解している。Ａがどのような音や音

楽が好きか、またその理由を、特殊学級の担任

や家庭などを通して理解している。このような

特徴を教師が理解していることは、子どもにど

のような音楽でどのように関わらせるかという

個別目標を設定する為の材料となり、また子ど

もの行動理解にも役立つ。こだわりの強い子ど

もにとって、自分の気持ちを理解してもらえな

いことや、嫌なことを無理強いさせられること

はとても辛いことであり、それが授業に参加で

きなくなる理由でもある。教師はＡが好きな歌

は歌うが、あまり好きではない歌は歌わないと

いうことを知っているので、嫌な歌を無理に歌

わせようとはしない。そのような時には、時間

をかけて!慣れさせ、Ａが自分からできると思う

まで待つ、という姿勢を大切にしている。また

子どもの特徴を理解していることで、その子ど

もの一見意味のないように見える行動も、意味

のあるものとして見えてくる。Ａが元からあま

り好きではない歌の時に楽譜を開かない場合と、

好きな歌なのに楽譜を開かない場合では、同じ

｢楽譜を開かない」という行為でも、全く意味が

違うことが分かる。普段は歌う曲なのに開かな

い場合は、いつもと違う思いがＡの中にはある

ということである。また、今までは歌っていな

かった曲を歌った場合には、教師はＡをきちん

と評価できる。それはＡの中で何かの変化、成

長があり、今までできなかったこと、しようと

しなかったことができるようになったからであ

る。

このように、子どもを理解し、周りの子ども

達の協力を得ながら指導上の様々な配慮をし、

子どもにとって分かりやすい活動を行うことで、

特殊学級の子どもも目標を持って、歌唱活動に

２．活動②『歌唱活動』

歌唱活動は一斉に行う活動なので、特殊学級

の子どもに対して個別指導する機会が少なくな

りがちである。しかし本実践においてはこのよ

うな歌唱活動においても個別指導が行われてい

た。

まずこの教師は授業中、特殊学級の子どもに

対して頻繁に注意を向け、声をかけている。特

殊学級の子どもは、全体への声かけが自分に対

してでもある、ということを理解できない場合

や、教師の言っている意味が理解できない場合

がある。そのような子どもに対して直接、その

子どもにとって分かりやすい言い方で声かけを

することが大切である。

次に指導の工夫として、声かけだけでなく、

楽譜を開いて実際に見せたり、目を合わせて表

情や動作で指示を伝えたりしている。特殊学級

の子どもは、声かけだけでは理解できない場合

が多い。よって視覚的な情報を用いて支援する

このような方法は、障害児教育の中でも頻繁に

行われておりとても有効である。

このような接し方を教師が他の子どもの前で

行うことによって、他の子どもも特殊学級の子

どもとどのように関われば良いのかを学ぶ機会
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参加できることが分かる。 ちろん、子ども達同士での鍵盤ハーモニカの教

え合いなど、教師一人だけで子ども達全員に個

別指導をしなくても良いような工夫が必要であ

る。全員が協力して、みんなで一緒に学んでい

くという姿勢が大切である。

ここで注意しなければならないのはあまりに

も特殊学級の子ども１人だけに目をかけすぎて、

他の子ども達への指導が疎かになってはいけな

い、という点である。特殊学級の子ども以外に

も個別指導の必要な子どもはおり、子ども達は

みな、教師に自分と関わってほしいと思ってい

る。このことから教師は、子ども達一人一人を

きちんと見ることができるようにしなければな

らない。教師はどのような子どもに対しても必

要な時に指導ができるよう、個人と全体の兼ね

合いを考えながらクラス全員で協力し、授業を

行っていくことが必要である。

授業の前後の休み時間にも、この教師は個別

指導する時間をとっている。子ども達は休み時

間になるとほとんどすぐ音楽室に来るので、教

師は休み時間から教室で待っており、子ども達

と関わるようにしている。これは技術指導の上

でも大切だが、子ども達との信頼関係を作る上

でも大切である。

Ａの場合は、特殊学級の教師、保護者や兄弟

にも練習を見てもらっている。演奏技術を習得

する為には、音楽の授業以外での練習が必要に

なってくる。よって音楽の教師と特殊学級の教

師、家庭との連携が必要である。

このように音楽の教師だけでなく、家庭、特

殊学級の担任、そしてクラスの子ども達が連携

して、みんなで特殊学級の子どもをはじめ、一

人一人の子どもを育てていくという姿勢が重要

である。この連携は子どもへの共通理解と、関

わり方を知る上でも大切である。

３．活動③『鍵盤ハーモニカ』

この記録から、同じ鍵盤ハーモニカの活動の

中でも、毎回Ａの様子が違うことが分かる.教

師は、子どもが今日はどのような気持ちなのか、

どのようなことを考えているのかを予測し、対

応の仕方を考えながら、授業を進めていかなけ

ればならない。

教師は授業中Ａを理解する方法として、音楽

を使ってＡと対話している。障害のある子ども

の音や音楽に対する感覚や感受性は、敏感で豊

かである場合が多い。それは、ある音や曲を聞

いたら泣き出してしまうことや、流れてきた音

楽に反応することから分かる。よって教師は、

曲を変えたり、リズムやテンポ、音色など音楽

の諸要素を変えたりしながらＡの様子を探り、

変化を見ながら、Ａが少しでも活動に参加でき

るようにしていく。この方法はとても有効であ

り、これが音楽の教師だからこそできる、音楽

を通しての子どもとの関わり方だと考える。

また鍵盤ハーモニカのような演奏技術が必要

な活動においては、それが「できる」ことが参

加する為の必要条件となってくる。よってでき

るようにする為に、授業中の個別指導が不可欠

である。しかし40人近い子どもの中で他の子ど

もを置いてその子どもだけにつきっきりになる

ことはできない。ではどのようにすれば個人指

導が可能になるであろうか。

まず教師は、自分の指示をＡに出しやすいよ

うに、教室環境を変えている。自分の指示が直

接出せる場所にＡを座らせたり、教師が移動し

てそこから全体を見るようにしたりしている。

このように教師は必ず黒板の前にいる必要はな

いので、教室の中を自由に動いて回り、子ども

達を自分のいる方向に向かせ、そこから指示を

出せば良い。場所に縛られず、個人を見ながら

全体を見る、という技術が必要である。

また、授業中に個別指導をする為には他の子

ども達の協力が不可欠である。Ａに対してはも

Ｖ，おわりに

Ⅳの考察をふまえ、教科交流の際、音楽の教

師がどのように特殊学級の子どもを支援すべき

か、以下にまとめる｡注'）



7８金沢大学教育学部教育工学研究・実践研究 第33号平成19年

１．特殊学級の子どもが音楽の授業で、安心し

て「表現できる環境」を整える

①教師との信頼関係を作る。

・観察や特殊学級・家庭との連携を通して、

子どもの障害や性格についてよく理解し、

接する。

・音や音楽を使って子どもを理解し、更にそ

れを使ってコミュニケーションをとる。

・子どもの存在と、様々な表現を認める。

②子ども達同士の信頼関係を作る。

・特殊学級の子どものことを、様々な音楽活

動を通して見せ、分かるようにする。

・特殊学級の子どもへの接し方を、教師の態

度を見せることで知ってもらう。

.共に学び合う、という態度を育てる。

・友達の成長を共有し、認められるような場

面を設定する。

③活動や環境の構造化を行う。

・刺激を整理し、見通しを持って授業を受け

られるようにする。

③教師が特殊学級の子どもと通常学級の子ど

も達とをつなげる役割を担う。

音楽の授業で子ども達が安心して自分を「表

現できる」ようになる為には、まずは教師が子

どものことを、音楽などを用いながら理解し、

関わり、子どもに信頼されることが必要である。

そして子ども達が表現したい気持ちをそのまま

出せるように、技術指導を行い、その成果を全

体で共有し、認め合えるような子ども達同士の

関係を作っていくことも重要である。音楽の教

師は、たとえ言葉による会話ができない子ども

に対しても、音楽を通して信頼関係を結んだり、

コミュニケーションをとったり、活動を共にで

き、その子どもの能力を引き出して伸ばすこと

ができる。斉藤（1997）は「知的障害を持つ子

ども達にとって、音楽は、豊かな感受性を養い、

歌や動作、楽器などによって表現の幅を広げる

とともに、言葉によらないコミュニケーション

や周知の世界への同調や同化、感覚一運動や認

知一パフォーマンスの豊かな結びつきを高める

機能を持っている」とし、「音楽は生活を豊かに

し、より豊かな人間形成をはかり、楽しさ、明

るさをもたらす」と述べている。このような音

楽と子どもを出会わせ、音楽を使って生きる力

を育み、子どもの音楽的能力を伸ばすことは、

音楽の教師が子ども達全員に対して負っている

責任である。

この授業観察の結果、音楽の教科交流におい

て、教師が行わなければならない支援について

少し明らかにすることができた。今回は広汎性

発達障害の子どもに対しての教師の支援を取り

上げたが、今後は、他の障害のある子ども達に

対しての教師の支援方法を見ていく必要がある。

そして海外での実践等も参考にしながら、子ど

も達が楽しく音楽を学び、表現できるようにす

る為の活動や方法、教師の支援について、更に

研究を深めていきたい。

２．子どもが自分の思いを「表現できる」よう

にする

①個別指導を行い、できる。わかるようにす

る。

.個別目標の設定

・声かけや指導の工夫

・教材の工夫

・個別評価の設定

②活動を工夫する。

.楽しい活動

・個々の能力に合わせられ、その場でいろい

ろと対応できるような柔軟な活動

・教室空間を自由に使った活動

・成果を全員で共有できるような活動

３．共に育てる体制を作る

①特殊学級や家庭と連携する。

②子ども同士の学び合い、育て合いの姿勢を

育てる。
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注１）日本学校音楽教育実践学会のプロジェク

トＪ「通常学級における障害児教育のあり

方」（平成16～18年）の、平成18年度全国大

会で加藤がまとめた「音楽教育における特

別な教育的ニーズとは」という課題への提

案を参考にまとめた。

文部省（1999）「盲学校、聾学校】

小学部･中学部学習指導要領」

聾学校及び養護学校
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